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路としての設計法を明確にし， 256値直交振幅変調 (256QAM) 方式用のモノリシックアナログ乗算回路を実現してい
る。また， 2 つの平衡変調器に入力する局発信号を位相検波し，その検波出力で可変移相器を制御することにより，
広帯域にわたって直交性を自動制御できる直交変復調器を考案し，その効果を確認している。
第 3 章では，ディジタルマイクロ波方式用の 1 チップ化無限移相器の設計法について述べている。また，高周波化
に適した新しい90度位相回路を提案し，実験によってその効果を確認するとともに，無限移相器の一層の高周波化の可
能性についても述べている。

























(2) スペースダイパーシチ受信に使用する無限移相器に対し高精度 1 チップマイクロ波モノリシック集積回路化を検
討し，平衡変調器・90度位相器等の各基本素子の設計法を明らかにしている。これにより，移相ステップ1. 4度以下，
周波数帯域100"-'160 MHz，振幅周波数偏差0.2 dB 以下の無限移相器を実現している。
(3) 増幅器非線形ひずみを改善するためのプリディストーション回路について，サーキュレータと逆並列接続した 1
対のダイオードを基本構成要素とし，温度補償を兼ねて主信号にもサーキュレータを挿入した新しい回路構成を考
案し， 6GHz 帯で300 MHz 以上の帯域に渡り 10 dB 以上のひずみ改善が可能であることを明らかにしている。
(4) 挿入損失を劣化させずに高いアイソレーション特性を得ることが可能なシリーズシャント型にT型 R-C-R を付
加した新しい構成の FET スイッチを考案し，マイクロ波モノリシック集積回路を実現している。
(5) 誘電体に半球形金属キャップを装荷した放射抑圧型誘電体共振器を考案し，その動作を理解解析し設計手法を確
立している。また，実験的検討を加え理論の妥当性を確認している。
以上のように本論文では，無線機器の各部について低ひずみ・高精度マイクロ波モノリシック集積回路化の検討を
行い，種々の新しい回路を考案するとともに，理論的・実験的解析を加え，設計手法を確立している。さらに，実際
のマイクロ波モノリシック集積回路を実現し，測定により結果を確認するとともに，実際の通信装置へ応用し，大幅
な周波数利用効率の向上に寄与している。これらの成果は，通信工学の発展に寄与するところが極めて大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
